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ヤ マ セ 常 襲 地 帯 に お け る 小 麦 の 安 定 生 産 技 術

第 1報  播種期 と生育・ 収量
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The Techniques for the Stable Cultivatlon of Wheat in the Severe '.Yamase" District

l  The effect of sowing date upon the growth and yield
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播種量 ;0.8″ /● 。施肥量 (″ /α ):N06+00,
: は じ め に P20509,K200・ 8,石灰 10,熔燐10又は苦土重焼燐

青森県の太平洋沿岸部は,夏期に「ヤマセ」と呼ばれる偏  6,堆肥150,追肥は硫安を使用し,越冬後茎立前に施用。

東風が吹走 し,低温 少照・多湿となるため,農作物はし  ただし昭和57年は追肥せず。

ばしば大きな被害を受ける。                6)区 制 面積 : 1区 48″  2区制

ヤマセの出現頻度は,6 7月 が特に高い1)。 この時期
3 試験結果及び考察の小麦は,開花 登熟期に当たるため,収量・品質が大き

な影響を受ける。更に当地域は,長期積雪期間が長く,雪   (1)試験年の麦作期間気象の特徴

腐病の多発により作柄が不安定となっている。        57年 は越冬前は好天で経過し,生育は良好であった。長

そこで,当地域における小麦の安定生産技術の確立を目  期積雪期間は平年並 (77日 )で雪腐病が軽微であった。越

的として,良質安定多収のための播種適期を検討 したので  冬後は 5月 まで好天で経過したが,出穂期以降 6・ 7月 は

報告する。                       ヤマセ気象が著しく,登熟が遅延した。

58年は越冬前の気象は平年並であったが,長期積雪期間
2試 験 方 法 が144日 で平年より66日長く,雪腐病が甚 しかった。消雪

(1)試験期間 : 昭和57～ 59年 (播種年度 )      の遅れと低温のため越冬後の生育も遅延した。

●)供試品種 : キタカミコムギ             59年 は越冬前は好天で経過 し生育が良好で,長期積雪期

●)播種期                      間力坪年より長かったにもかかわらず雪腐病が少なかった。

1)昭和57年 :9月 1日 .11日 ,20日 (標準 ),30日  越冬後の生育も比較的良好であった。

2)昭和58・ 59年 :9月 1日 ,10日 ,20日 (標準 ).   ●)生育・雪害程度の差異

30日                           各年次とも越冬前の生育は播種期が早いほどおう盛であ

“

)耕種概要 : 播種様式 :ド リル播き (条間30")。   り,晩播では生育が著しく劣った。このため,雪腐病の発
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生は概して早播きはど少なかった。しかし,多雪年の58年

は 9月 10日 播種区が融雪後の回復力が大きかったが,9月
1日 播種区では下位葉の葉鞘まで枯死し,回復力が劣った。

茎数は早播きはど多い傾向がみられたが,標準播種期の

9月 20日以前の播種区では,最高分けつ期が11月 中旬と早

く,特に 9月 1日 播種区では最高分けつ期の茎数が 9月 10

日播種区より劣る年次もあり,寒凍害を強く受け穂数が制

限される傾向がある。
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●)幼穂の伸長 分化

播種期別の生育を幼穂長と分化程度でみると,生育初期

では,播種期力澤 いほど幼穂の分化が進み,播種期による

生育差が大きかった。しかし,生育が進むにつれて幼穂の

分化程度の播種期間差が小さくなり,出穂 開花はほぼ同

時に行われ,成熟期の差もほとんどなく,早播きによる早

熟化はみられなかった (デ ータ省略 )。

“

)成熟期形質と収量

成熟期形質をみると播種期が早いはど下位節間が伸長し

て長得となり,倒伏が著しく発生した。特に 9月 1日 播種

区では倒伏力澤期から発生し,千粒重の低下が大きかった。

″当たり穂数は, 9月 10日 播種区力増 冬前の茎数が多く

確保され,雪腐病の発生力沙 なかったため,他区より安定

して多く,最多収となった。しかし,9月 1日 播種区では

雪腐病の発生は 9月 10日 播種区と同様に少なかったが,最

高分けつ期が早かったため,越冬前の茎数が少なく穂数が

抑制された。そのため 9月 10日 播種区より低収であった。

また.晩播の 9月 30日 の播種区では分けつが少なく経過し

たことと,雪腐病の多発のため,標準播種区より穂数が劣

り減収した。

穂長,一移小穂数,一穂粒数は播種期の早晩による明ら

かな傾向は認められなかった。

表 2 播種期別収量
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注。 中昭和57年は 9月 H日播き。

4 ま

ヤマセ常襲地帯における安定多収のための播種適期を ,

雪害 倒伏 生育・収量性から検討した結果,9月 10～ 20

日と考えられた。しかし,早播きすることによって下位節

間が伸長し長拝となって倒伏 しやすくなるため,麦踏みの

励行等倒伏防止対策が蟻 である。
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